
加東市の現状と課題について

介護予防・日常生活支援
総合事業
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介護保険制度を巡るこれまでの経緯

平成12年4月 介護保険法施行

平成18年4月 介護保険法改正
○介護予防の重視
（要支援者への給付を介護予防給付に。地域支援事業の実施。）

平成24年4月 介護保険法改正
○地域包括ケアの推進
（介護予防・日常生活支援総合事業の創設等）

平成27年4月 介護保険法改正
○介護予防・日常生活支援総合事業 2
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説明資料２



●団塊の世代が75歳以上となる2025年に
向け、一人暮らし高齢者や高齢者夫婦世
帯、認知症高齢者の増加が予想される。

●介護支援の担い手である65歳未満の
人口は減少が予想される。

介護予防・日常生活支援総合事業の背景
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高齢者を地域で支え合う体制づくり

①地域住民の参加

②高齢者の社会参加
③介護予防・
生活支援サービス

ボランティア・民間・社会福祉
法人・NPO等、多様な事業主体

介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で
暮らし続けることができるようにするために
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介護予防・日常生活支援総合事業
●介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス
・通所型サービス

など

●一般介護予防事業
・介護予防普及啓発事業
・地域介護予防活動支援事業

H27年3月まで

要
介
護
の
方

要
支
援
の
方

・訪問介護
・通所介護
・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

介護サービス

介護予防サービス

訪問介護・通所介護
（ホームヘルプ）（デイサービス）

・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

・訪問介護
・通所介護
・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

介護サービス

・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

介護予防サービス

要
介
護
の
方

従来どおり

従来どおり

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ

要
支
援
の
方

介
護
予
防
が

必
要
な
方

要支援者の予防給付サービスの
一部が総合事業へ移行

す
べ
て
の
方

5

加東市の新しい総合事業への

移行スケジュール

H２６

経過措置期間

H２７ H２８ H２９ H３０

法改正

予防給付 段階的な移行

すべての市町村で
移行完了

新しいサービスの段階的な整備

生活支援体制整備事業

訪問介護から
総合事業へ

通所介護から
総合事業へ
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利

用

者

市
町
村
の
窓
口
に
相
談

要支援１
要支援２

○施設サービス
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・介護療養型医療施設

○居宅サービス
・訪問介護 ・訪問看護
・通所介護 ・短期入所 など
○地域密着型サービス
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護
・小規模多機能型居宅介護
・夜間対応型訪問介護
・認知症対応型共同生活介護 など

○一般介護予防事業
（※全ての高齢者が利用可）
・介護予防普及啓発事業
・地域介護予防活動支援事業
・地域リハビリテーション活動支援事業など

要介護１

要介護５

～

○介護予防サービス
・介護予防訪問看護
・介護予防通所リハビリ
・介護予防居宅療養管理指導 など
○地域密着型介護予防サービス
・介護予防小規模多機能型居宅介護
・介護予防認知症対応型通所介護 など

○介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス
・通所型サービス
・生活支援サービス

予
防
給
付

介
護
給
付

介護サービスの利用の手続き
認
定
調
査

医
師
の
意
見
書

要

介
護

認

定

要
介
護
認
定
申
請

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
計
画

介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

非該当

※明らかに要介護１以上と
判断できる場合

※介護予防訪問看護等の
利用が必要な場合

サービス
事業対象者

総
合
事
業

※明らかに介護予防・生活支援サービス事業の対象外と判断できる場合

(サービス
事業対象者)

※予防給付を利用

※事業のみ利用

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
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9

介護予防・日常生活支援総合事業
による多様なサービス

訪問介護 ＮＰＯ、民間事業者等による生活支援サービス

住民ボランティアによる生活支援サービス

既存の訪問介護事業所による身体介護・生活支援

通所介護

既存の通所介護事業所による機能訓練等の通所介護

ＮＰＯ、民間事業者等によるﾐﾆﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

ｺﾐｭﾆﾃｨｻﾛﾝ、住民主体の運動・交流の場

リハビリ、栄養、口腔ケア等の専門職等が関与する教室

【その他の生活支援サービス】
栄養改善を目的とした配食や住民ボランティアに
よる見守り

【訪問型サービス】

【通所型サービス】

一般介護予防事業
【介護予防普及啓発事業】
【地域介護予防活動支援事業】
【地域リハビリテーション活動支援事業】 等

介護予防・生活支援サービス事業 加東市（H28.9現在）
日常生活援助事業（市内4事業所）

かとう介護ファミリー
サポートセンター（社協委託）

元気応援通所事業（市内事業所）

ミニデイサービス（市内5事業所）

元気になろうデイ（市外2事業所）

まちかど体操教室（48か所）
物忘れ予防カフェ（７か所）

未定

サポーター養成講座
地域回想法スクール

運動機能、低栄養予防、口腔機
能等、各種の地域出前講座

① 【かとう介護ファミリーサポートセンター】
自立した日常生活の支援を目的とした有
償ボランティアによる簡単な家事援助等を
提供する事業

② 【日常生活援助事業】
自立した日常生活の支援を目的とした訪
問介護員等による家事援助や身体介護を
提供する事業

総合事業に組み入れた既存事業
（訪問型サービス）
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かとう介護ファミリーサポートセンター
(社会福祉協議会委託)

ちょっとした手助けがあれば、地域で安心して暮らせる

依頼会員 協力会員

コーディネーター

●掃除
●買い物
●ゴミ出し

など

平成２７年度実績

○登録状況
協力会員 ５９名
依頼会員 １１０名

○活動状況
協力会員 ２３名
依頼会員 ３１名
延べ ７３３回 11

① 【まちかど体操教室・物忘れ予防カフェ】
地域の公民館等の身近な場所に集い、体
操や認知症相談を通じての社会交流等を
目的とした自主的な活動

② 【元気応援通所事業】
通所介護施設において自立支援を目的と
した生活機能訓練等を提供する事業

総合事業に組み入れた既存事業
（通所型サービス）
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誰でも簡単！
イスに座ってできる

体操

階段が
楽になった 杖がいらなく

なった

物忘れ予防カフェ

〈物忘れ予防カフェ〉
地域の誰でも参加できて、認
知症について悩みを相談し
たり交流できます。

地域で取り組む
高齢者の生きがいづくりと居場所づくり

かとうまちかど
体操教室
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かとうまちかど体操教室の参加者

（平成28年3月末現在）

●参加実人数
９０８人

●1グループあたり
参加人数
９人～４６人

●平均年齢
７４.５歳

●男女比
男性２５%
女性７５%

75

162

209
236

149

63
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年代別参加者数

75～79歳
が最多

４１グループが
週1回実施しています
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① 【ミニデイサービス】(H27.4)
閉じこもり予防・認知症予防を目的とした
生きがいづくりや社会交流活動を提供す
る事業

② 【元気になろうデイ】(H27.9)
日常生活行為の改善を目的とした通所型
短期集中予防サービスを提供する事業

新しく創出した事業

15

元気になろうデイ ミニデイサービス

※イメージ

専門職による運動機能や栄養・
口腔機能向上等のプログラム

閉じこもりや認知症予防の
ための活動を行います。

新しく創出した事業の紹介
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訪問型サービス利用実人数(H27年度)

1 3

16
5

8

5
0

5

10

15

20

25

30

現行相当 日常生活援助事業 介護ファミサポ 訪問型介護予防事業

要支援 事業対象者

（人）

18

9



通所型サービス利用実人数(H27年度)

0 4 11
19

5

137

8
1

0

30

60

90

120

150
要支援 事業対象者（人）

20

10



介護予防・日常生活支援総合事業
●介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス
・通所型サービス

など

●一般介護予防事業
・介護予防普及啓発事業
・地域介護予防活動支援事業

H27年3月まで

要
介
護
の
方

要
支
援
の
方

・訪問介護
・通所介護
・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

介護サービス

介護予防サービス

訪問介護・通所介護
（ホームヘルプ）（デイサービス）

・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

・訪問介護
・通所介護
・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

介護サービス

・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・福祉用具貸与 など

介護予防サービス

要
介
護
の
方

従来どおり

従来どおり

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ

要
支
援
の
方

介
護
予
防
が

必
要
な
方

要支援者の予防給付サービスの
一部が総合事業へ移行

す
べ
て
の
方
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介護予防普及啓発事業
（一般介護予防事業）

ええよー講座（低栄養予防）

栄養士の講話
調理実習＆試食

歯つらつ講座
（口腔機能低下予防）

食べて飲み込むしくみを
歯科衛生士から学びます

運動講座（運動機能低下予防）
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地域介護予防活動支援事業
（一般介護予防事業）

介護予防・生活支援
サポーター養成講座

地域回想法スクール

まちかど体操交流会

地域の身近なサポーターとして
地域づくりの担い手に！
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自立支援をめざして

地域の中の居場所と出番づくり
家庭内の役割づくり

日常生活関連動作への働きかけ
（買い物、料理、掃除、外出等）

日常生活動作への働きかけ
（食事、排泄、着替え、入浴等）

機能回復訓練
（座る、立つ、歩く等）

ミニデイ

元気に
なろうデイ
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介護予防・日常生活支援総合事業の
今後の課題と方向性

生きがいのある生活・自己実現が図れる生活

行政、住民、NPO等の協働により地域づくりを進める

３．他の人と交わる場（居場所）をつくる
４．人材育成と能力を発揮できる場（出番）をつくる
５．住民の活動組織等の既にある資源の活用
６．一人一人と地域のつながりをつくる

地域づくり 生活支援介護予防

２．移動支援サービスをつくる
１．地域づくりや介護予防への関心を高める
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